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ス ギ花粉症 の 鼻腔由来 と気道 ， 肺由来 の 呼気中 Nitric　Oxide濃度

風邪症候群 と の 比較検討

　　　 広島大学医学 部臨床検査医学

川本 　仁 　　神辺真之 　 　山肩満徳

国家 公務 員 共 済 組 合連 合 吉 島病 院

　　　　倉岡敏彦

　目的 ： 日本 で春 に多数 の 患者 を認め ， 鼻汁， 鼻閉 ， 流涙 ， 時に 咽頭痛等の症状を示す 1型ア レル ギーの

ス ギ花粉症で，呼気中 NO 濃度が増加 し て い る か を明らか にするこ とと ， 呼気中 NO 濃度が類似 の 症状

を呈す る風邪症候群との鑑別になるかを明 らかに する こ とを目的に以下 の検討を行 っ た．対象と方法 ：

健常例 20 例，ス ギ花粉症 20 例，風邪症候群 20 例 の 3 群 を対象に 島津製作所製 NOx 測定計 C正M 　700

を用 い
， 鼻腔由来 の 呼気中 NO 濃度 と気道 ， 肺由来の 呼気中 NO 濃度を測定し た．鼻腔由来の 呼気中NO

濃度，気道，肺由来の 呼気中NO 濃度に おける各群の 比較検討を した．結果 ：健常群 に比 べ
， ス ギ花 粉

症 の 鼻腔由来 の 呼気中 NO 濃度と気道， 肺由来の 呼気中NO 濃度は 共に著増 して い た．風 邪症候群で は

有意の 増加を認め なか っ た．考察 ：呼気中NO 濃度は ， 風邪症候群 とスギ花粉症 の 鑑別 に有用 であると

考え られた．ス ギ花粉症 で鼻腔由来 の 呼気中 NO 濃 度 の み ならず ， 気道 ， 肺由来の 呼気中NO 濃度も増

加 して い た こ とは興味深 い と思われ J ス ギ花粉症は ， 鼻気道の みな らず喘息症状 を伴わな い が下気道 に

も炎症 が ある とされる
“

generalized 　airway 　inflarnmation” を呈 して い る の か も し れ な い ．
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緒　言

　 ス ギ花粉症 は ，ス ギ 花粉飛散期の 春に季節性に多 く

の 患者 を認め ， 鼻汁 ， 鼻閉 ， 流涙 ， 時 として 咽頭 の か

ゆ み ，咽頭痛等 の 症状 を有す る我が 国特有 の 1型 ア レ

ル ギ
ー

性疾患 で ある．

　気管攴喘息 で 呼気 pli　nitric　oxide （以下，　 NO ）濃度が

増加 して い る と い う報告D −・i）以来，ア レ ル ギ
ー

性鼻炎

で も鼻か ら sampling した呼気中 NO 濃度が 増加 し て

い る との 報告 5｝−S）が なされ て い る．

　今回 ， 我 々 は ， 気管支喘息 ， ア レ ル ギー性鼻炎と同

様に 1型 ア レ ル ギーで ある ス ギ花粉症 に お い て も，呼

気 中 NO 濃度が 増加 して い る か ど うか を明 らか に する

為に，鼻腔由来 と気道，肺巾来の 呼気中 NO 濃度 に わ
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け て 検討 を行 っ た．また
，

ス ギ花粉症は ， 鼻汁，鼻閉，

咽頭痛等の 症状 を呈する為に 臨床症状で は風邪症候群

と の 鑑別 に苦慮 す る こ と があ る．呼気中 NO 濃度 が 風

邪症候群 との鑑別に な る か を明らか にす る為に，同時

に風邪痲候群 と の 比較検副
’
を行 っ た．

対象と方法

　 1995年 3 月，ス ギ花粉飛散期に，ス ギ 花粉症 2〔｝例

（男 10例，age 　34、1 ± 6．3，女 10例 ，　age 　31．9 ± 7．8〕，風邪

症候群 20 例 （男 10例，　agc 　36．2 ± 7．7，女 10 例，　age 　32．3

± 8．3），　健 常 1列 20f列　（男 10イ列，　age 　35．6 ± 5．2，　女 10

例 ，age 　32．3 ± 7．9）を対象 に 島 1聿製作所製 NOx 測 定 計

CLM 　700 で安静呼気位よ り　
・
定流 量 3L ／lnin で ，鼻腔

由来 の 呼気 ，
−1．I　NO 濃度 と 気 道肺 由来 の 呼 気 中 NO 濃

度を測定 し ， 各群 で 比較検討し た．

　なお，鼻腔由来の呼気中 NO 濃度と した もの は ， 鼻
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　Fig．1．　Comparlson 　of 　expired 　nitric 　oxide 　concentrati 〔m 　derived　frorn　nose 　an ユong

Japanese　eedar 　pollinosis　patients，　 cough 　 syndrome 　patients 　and 　heal亡by　subjects ．

正）ata 　are 　rneans ，

よ り sampling し て 得 られ た 呼気 中 NO 濃 度 の プ ラ

トー値か ら口 よ りsampling して 得られ た呼気中 NO

濃度 の ブ ラ ト
ー

値を減 じた 値 と し， 気道 ， 肺 由来 の 1呼

気中 NO 濃度は，冂 よ り sampling した プ ラ トー値 と

した｛）．1【か らの sampling で は，ノ ーズ ク リ ッ プをつ

け 1分問 目呼吸を させ た後測定 した ．

　 ス ギ 花粉症 とした もの は，ス ギ花粉 の 飛散時期 に 水

様性鼻汁，鼻閉，くし ゃ み 等の 鼻症状や流涙等の 眼症

状 を認 め ，5 月以降 は ，鼻，眼症状は無症状 と な り，ス

ギ花粉に対する IgE　CAP −RAST 　score 　3 以 ．F．で あ り，

気管支喘息等，そ の 他 の 呼吸器疾患 の 合併の ない もの

と した ．ス ギ花粉症 20 例 の うち，過去 3年以 上 に 渡 り，

毎春 ，
ス ギ花粉症 の 症状 を呈 した もの は ユ6例 ， 1995

年，初 発 症 し た 症 例 は ・1例 で あ っ た （こ の 4例 は，翌

ユ996年春 もス ギ花粉症 の 症状 を呈 した）．風邪症候群

とした もの は，鼻汁，鼻閉，くしゃ み 等の 鼻症状 や咽

頭痛等 の 咽頭症状 を認 め るが ， 過去 ， 春にス ギ花粉症

の 症状 を旱 した こ とがな く，翌 1996年春 もス ギ花粉症

の 症 状 を呈 さず，気管 攴喘息等，そ の 他 の 花粉症，呼

吸器疾患 の 合 併の な い もの とした，有意差 の 検定 に は ，

Mann 　Whitney　U 検定 を 用 い た．

結　果

　鼻腔 由来 の 呼気 11rNO 濃度 （Fig、1）で は，健常群は．

平均値が 56ppl〕 で あ っ たの に対 し ， ス ギ花粉症 は ， 平

均値 132ppb を示 し著明な増加 （p 〈 O．0001）を示 して い

た，風邪症候群 は ， 平均値が 68ppb と健常群 に 比 べ 増

加傾向 （rp　・・O．Ot528）が あ る もの の 有意の 増加は 認 め な

か っ た．ス ギ花粉症 と風邪症候群 との 比較 に お い て も．

ス ギ 花粉症 は，風 邪症候群 に 対 し て 大 きな差 （p ＜

0、0001） をもっ て増加して い た．

　気道，肺巾来の 呼気中 NO 濃度 （Fig．2）で も，健常

群 の 平均 値 14ppb ，風 邪 症 候 群 の 平均 値 19　ppb で

あ っ た の に対 し，ス ギ花粉症 は 平 均値 48ppb と高値を

示 し ， 明 らか な差 ψ＜0．0001）をもっ て 増加 して い た ．

健常群 と風邪症候群で は 有意差 〔p＝O．088・1）を認め な

か っ た．

考　察

　ス ギ 〔Cryptomemeria．iaponica　D．　Don） は，日本岡有

の 裸 y・植物と考え られ て い た が ，中国南部に も自生 し，

近年，「1
−
1国 で ス ギ花粉症例が報告 され た が，数例 を数

え る稈度で あ る．我が 国に お い て は，国民の 10 人 に 1

人以上が ス ギ花粉症患者と い われ，い まや 日本の 国民
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　Fig．2，　 Comparison 　of　expired 垣 しric　oxide 　concentration 　derived　from　airway 　and

1しmg 　among 　Japanese　cedar 　pol⊥inosis　patients，　cough 　syndrome 　Patients　and 　healt．hy
subjec しs．亅）aしa　are　rneans ，

病 とも考え ら れ て い る疾患 で あ り，い ま だ に毎春，多

くの 初発症 例が認め られ て い る．

　毎春，発症す る ス ギ 花粉症患者で は ，花粉飛散期に

．．
数 して ， 毎春 同様の 症状 を呈する こ とよりス ギ花粉

症 と判断で きうる が，初発症例で は ，風邪症候群と症

状が似 て い る こ とよ り， 全 身倦怠感 ， 発熱 ，
Il因頭痛で

風邪を疑い ，眼症状の 有無，鼻汁の 性状，リ ン パ 節腫

大 の 有無等な どで 風 邪症 fl美群 との 鑑 別 の 1助 とす る

が ，ス ギ花粉症 で も全身倦怠感，発熱ゆ ，咽頭痛を伴

う場合があ り，風邪症候群 で も， 水様性鼻汁 ， リ ン パ

節腫大を示さない 症例もある こ と よ り臨床症状の み で

は ， 鑑別が困難 な場合があ る ，

　また，ス ギ花粉特異的 IgE抗体は ユ0歳以 上 の 陽性

率が 60％ を超 え ID
，
　 CAP ・RAST 　score 　3 で もス ギ 花

粉症発 症率は 38％ と低 く12／，，RAST 　score 陽性 の も

の が ，必ず しもス ギ花粉症 を発症 して い る わけで はな

く，皮膚テ ス トも同様に 発症抗原 と 限 ら な い こ と があ

る，発症抗原 の 診 断に最 も信頼性がある もの は ， 標 的

臓器で あ る鼻誘発試験 と考え られ る が ，ス ギ花粉抗原

用 デ ィス クが未 だ 市販 され て い ない の が現状 で あ り，

現在 ， 風邪症候群 との 鑑別 に お け る ス ギ花粉症 の 診 断

に は ，鼻汁中好酸球の 増多が信頼性 がある と考 えられ

て い る13）．

　本研究の ス ギ花粉症 と風邪症 fl突群と の 鑑別 に おけ る

鼻腔 由来 と気道 ， 肺由来呼気 中 NO 濃度 の 倹討で は，

ス ギ花粉症 で ，鼻膣 由来 と気道 ， 肺 山來 の 呼気 中 NO

濃 度が，両 者共 に著増して い た．風邪症候群で は，健

常群 に 比 べ 増加傾向 を認 め た もの の ，ス ギ花粉症 とは ，

有意 に 大 きな差 を認め ， 呼気中 NO 濃度は， ス ギ花粉

症 と風邪症候群 との 鑑別にな りうる と考 え られた．

　上気道 の ウ イ ル ス 感染で 呼気中 NO 濃度が 増加す る

と の 報告 14）があ る が，本研 究 で は ， 健常群 と風邪症候

群 で は，右意差 を認め ず ，増加傾向を認 め た に と ど ま っ

た ．本研究の 結 果か ら は ，ウ イ ル ス 感染 による炎症 と

ア レ ル ギー性炎症 で は，増加 の 度合が 明ら か に違うも

の と考えられた．ア レ ル ギ
ー

性 炎症 で は ， 炎症性サ イ

トカ イ ン に よ り誘 導発現 さ れ る粘膜 L 皮 の i−NOS の

みな らず ， 好酸球 ， 肥満細胞 15：：も呼気中 NO の source

と し て考え ら れ大き な 差 を呈 す る の か も し れ な い ．

　 また，今回，鼻腔 山来 の 呼気 中 NO 濃 度．気道 ， 肺

山来の 呼気中 NO 濃度を著者の 提唱 した簡便法9丿で 測

定したが，ス ギ花粉症 の 症状 を呈 しに くい 気道 ， 肺由

来 の 呼気巾 NO 濃度 も著増して い た こ と は興味深 い と

思 わ れ た，こ の こ と につ い て は
， 著者らの 測定方法と

は異 な る が，季 節性ア レ ル ギ ー性鼻炎 Chay　fever）の

鼻r呼吸 と 冂 呼吸 の 呼気 中 NO 濃度 を検討 した Martin

ら の 検 討5／で も鼻呼吸 の み な らず rl呼吸 で も1呼気 II
．
r

NO 濃度が著増 した と報告 して お り，本研究と ほ ぼ 同

様 の 結 果 と 考 えられる．口 呼吸 で の 呼気 中 NO 濃度 の

増加に つ い て Martin らは，鼻気道だけで はなく，喘息
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症 状 を 呈 さ な い が 下気道に も炎症 が あ る とす る
“
gen−

eralizeCl　airway 　inflammation
”51を示唆 して い る．我が

国特有の 季節性 ア レ ル ギー性鼻炎で あ る ス ギ花粉症 に

お い て も
“
generaliZed　airuray 　infiammation

”
を呈 して

い る の か もしれない ．

結　語

　 ス ギ花粉症 で ，鼻腔由来 の 呼気中 NO 濃度 の み な ら

ず ， 気道 ， 肺由来の 呼気中濃度 も増加し て い た こ とは

興味深 い ．呼気中 NO 濃度は，ス ギ花粉症 と風邪症候

群 の 鑑別に有用 で あ る と考え られ た．

　本論文 の 要 旨 は，第 45 回 ア レ ル ギ
ー

学会 （1995年 10

月，浦 安 ） に て 発 表 した．
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EXPLRED  NITRIC  OXIDE  CONCENTRATION  DERIVED  FROM  NASAL  CAVITY  AND

 TH,,XT DERIVED  FROM  AIRWAY  AND  LUNG  IN JAPANESE  CEDAR  POI.1.'INOSIS

Hitoshi Kawamotoi), Masayuki KambeV,  Mitsunori Yamagatai) and  Toshihiko Kuraoka2)

          
i)Departrnent

 ofClinical IAbomtory Medicine, Hiroshima University,

                     School ofMedicine, 
ZlYoshil'ima

 Hospita,l

    Aim  :Japanese  cedar  pollinosis (TypeIallcrgy to Japanese cedar  pollen) showsa  hlgh incidence in

spring  in Japan, demonstrating  symptoms  such  as pititita, rhinostenosis,  ]acrimation and  sornetimes  pharyn-

geal pain, The  foliowing study  investigated whether  expired  nitric  oxide  (NO) eoncentratien  is increased in

Japanese cedar  pollinosis, and  whether  expired  NO  concentration  can  be used  to discriminate from cold  syn-

drome which  symptoms  are  similar  to Japanese cedar  pollinosis.

    Subjects and  methods  1 In 20 healthy subjects, 20 patients with  Japanese cedar  pollinosis and  20  patients

with  cold  syndrome,  expired  NO  concentrations  derived from nasal  cavity  and  those derived from airway  and

lung were  measured.  Expired  NO  concentrations  clerived from nasal  cavity  and  those derived Erom airway

and  lung were  compared  among  the groups,

    Results 1 In patients with  Japanese cedar  pollinosis expired  NO  concentrations  derived from nasal  cavity

and  those derived from airway  and  lung markedly  increased. In patients with  cold  syndrome  there were  no
                                '

significant  increases in these concentrations.

    Discussion : It is eonsidered  that expired  NO  concent.rarlon  is useful  fbr discrirninating Japanese eedar

polLinosis from cold  syndremc.  It seems  interesting that not  only  expired  NO  concentrations  derived from na-

sal cavLty  but also  those derived  from airway  and  lung were  elevated.  GeneraEzed airway  inflarnmation may

be present, even  without  clinicai  asthma,  in patlents with  Japanese cedar  pollinosis.


